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〔目的〕

腎障害を伴う高血圧症では aldosterone の尿中排出増大の傾向があることがしばしば指摘されて来

た。 Davis らは腎摘出動物による実験や腎抽出物の投与実験によって腎にaldosterone の分泌を刺戟す

る因子-ASH (aldosterone stimulating hormone) の存在を主張したが，その後彼等 lとより renin や

angiott:'nsin -II の投与が aldosterone 分泌を増加させる乙とが認められ，乙れ等が ASH ~乙他ならぬ

事も認められた o renin-angiotensin 系の作用が副腎皮質への直接作用であるか，または血行動態その

他を介するものかは in vitro の aldosterone 産生実験によらねばならない。 Bartter 等が angiotensin

II を in vitIO で副腎と incubate した成績では， aldosterone よりむしろ glucocorticoid 系の産生が

増加しているとのべ両者聞に相違が見られる D

本論文は腎障害動物として Goldblatt 犬の副腎の変化及びその corticoids 産生につき検討を加え，

更に renin， angiotensin を in vitro で人及び犬の副腎に加えて incubate し，その作用を ACTH と

比較した。

〔実験方法〕

in vitro の実験は正常犬， Goldblatt 犬の副腎組織，正常及び過形成副腎，並びに副腎腺腫組織を用

いてそれぞれの組織切片を作り，乙れを glucose を含む Krebs-Ringer bicarbonate buffer で incubate

した。上記の medium ~こ正常或いは Goldblatt 犬の腎粗抽出液及び血清， ACTH, angiotensin-II, 4-

C 14_corticosterone を実験目的に応じて添加した。産生 steroids の抽出は chloroform で行ない， Florisil 

column chromatography で純化後， butylacetate-formamide-water system, Bush B 5 system の 2 回の

paper chromatography で分離し， tetrazolium blue により発色し比色定量を行なった。放射能の測定

は純化した steroids について gas flow counter で測定した。
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なお Goldblatt 犬については副腎皮質の組織学的検討をも行なった。

〔実験結果及び考按〕

( 1) Goldblatt 型高血圧犬の副腎は正常犬に比べて肥大し，組織学的には皮質球状層の機能元進

像が認められる。又 in vitro で副腎組織の corticoids 産生を見ると， aldosterone の産生が正常犬に

比べて冗進している。又高血圧犬の血清中に aldosterone 産生刺戟因子の存在が推定された。

( 2) in vitro で犬又は人の副腎を incubation し， aldosterone 産生に及ぼす腎組抽出液， renin, 

angiotensin, ACTH の影響を観察した結果次の成績を得た。

③ 腎粗抽出液単独では aldosterone 並びにその他の corticoids 産生に無影響で，これに一定量の

正常犬血清を加えることにより， aldosterone のみ産生が増加する。

⑥ angiotensin-II は他の glucocorticoids の産生には影響を及ぼさず， aldosterone のみ元進し得

るロこれは本質的に ACTH の作用とは異なるものであるロ

( incubation medium に 4-C14ーcorticosterone を添加した実験により腎性因子 renin-angiotensin

系は 18・hydroxylation を冗進させる事を知った。

(3) 過形成を来たした人の副腎組織より産生される corticoids を疾患別に比較すると，原発性

aldosterone 症では aldosterone， corticosterone の産生増加があり， Cushing 症候群においては cortisol，

cortisone の産生増加が認められたD 腺腫を有する原発性 aldosterone 症の腺腫，非腺腫部位につき

corticoids の産生を比較して，両者の聞に明瞭な差異のある事を認めた。

論文の審査結果の要旨

副腎皮質ホノレモンの中で，糖質ステロイドについては ACTH による分泌調節機構はかなり明らか

であるが，電解質ステロイドである aldosterone についてはなお様々な説が存在する。最近 renin

angiotensin 系が副腎での aldosterone の産生を刺戟することが言われて来たが，この論文では in vitro 

の実験により renin-angiotensin 系が副腎に作用して，直接に aldosterone の産生を増大させることを

示している D これが乙の論文の主要な点であって， renin-angiotensin 系の aldosterone 産生作用につ

いて明快な説明を与えたと云うべきであろう。
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